
 

 

 

 

 

八月六日(木曜日) 市内小中学校の教職員を対象に、今年度も地域学習素材につい

て学ぶ機会として設定しました。昨年度雨のため変更した幌内方面に向かいましたが、「あ

ぶの異常発生」により、幌内神社や音羽炭鉱跡地までの経路は取りやめ、旧幌内炭鉱変電

所の内部見学と、詳しい説明をお聞きすることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部に整理されたパネル展示 

 

 

 

 

 

 

                                ジオパーク推進

協議会事務局長

下村様、炭鉱の

記憶再生塾事務

局長伊佐治様よ

り、当時の様子

を含めて説明を

いただきました。 

地域フィールドワーク 
～地域学習素材巡り～ 

大正 8年頃に建てられたとされて

います。この施設で 20キロメー

トル以上離れた南側の夕張から送

られてくる高圧の電気を、炭鉱内

の機械に使用できるような電圧に

落としていました。～三笠市資料 



 

「三笠太古の湯」で昼食の後 

達布山のふもとに位置する 

「山﨑ワイナリー」に向かいま 

した。 

 石狩平野を一望できるショップ 

やぶどう畑での説明を通して、 

ワインづくりかける夢について 

触れさせていただく貴重な時間と 

なりました。 

 

 「山﨑ワイナリーのぶどう畑」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地で、四代にわたり農作業に従事されました。 

次男の山﨑太地様に説明をいただきました。 

ワイナリーから地域の農業文化の形成をめさして・・ 

 

 

 

全てのワインは、この畑から

収穫した葡萄のみを使用して

造られています。 

 販売される八割は、直接販

売であり、全道には三笠市

内他限られた店舗で購入で

きるなど、顔の見える経営

を大切にしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に参加者で記念撮影となりました。家族で力を合わせて、自然の中でこだわりをも

ちながら、自家で収穫した葡萄による「ワイン造り」への情熱を学び、教育者としての新

たな視点を感じることができた研修となりました。今後は各学校での学習活動へもご協力

くださるということで、二学期には三笠小学校三年での学びが計画されています。 

 関係の皆様、ご協力ありがとうございました。研究所としても今後も地域の学習素材を

紹介していきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


